
天草コレジヨ館開館20周年・
天草キリシタン館オープン記念シリーズ③
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天草・島原の乱①
　天草がキリシタン大名・小西行長の支配地
になると、キリスト教の信者も増えていきま
した。しかし、行長は関ヶ原の合戦で敗れ、
天草は肥前唐津の寺沢志摩守広高の領地とな
ります。その後、江戸幕府が慶長18（1614）
年にキリシタン禁教令を出すと、広高はキリ
スト教信者へ拷問を行うなど、弾圧を強化し
ます。このような中、寛永10（1633）年以降
の凶作で、天草や島原の人々の生活はますま
す苦しくなったことから、一揆への機運が高
まり、ついに寛永14（1637）年10月、天草四
郎時貞を旗頭に据え「天草・島原の乱」が勃
発します。現在の有明町大島子で初戦を迎え

たこの戦いは、一揆勢が優勢に進め、12月に
は３万7,000人が島原の原城にたてこもりま
す。一方、幕府軍は12万5,000人の大軍で城を
包囲し兵糧攻めを展開。翌年の２月27・28日、
幕府軍の総攻撃で一揆勢は全滅し、天草・島
原の乱は終結しました。
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～ピーナツ豆腐～

　ピーナツ豆腐は、ピーナツにサツ
マイモのでんぷんやかたくり粉を混
ぜて作られているもので、栖本町内
では主に法事のときに食べられてい
ます。つやのあるプルンとしたピー
ナツ風味の豆腐に、お好みで砂糖み
そや梅みそをつけてお召し上がりく
ださい。

①ピーナツを一晩水につけ、薄皮をむ
く。
②①に、水を加えてミキサーにかけ、
さらしの袋でこす。
③ピーナツの絞り汁を６～６.５カップ
鍋に入れ、でんぷんを加える。
④木しゃもじで、とろんとなるまで中
火でよく混ぜながら加熱する。
⑤火を弱めて30分以上練る。練れば練
るほど、やわらかい豆腐ができる。
⑥流し缶などに移して冷まし、固まっ
てから切り分ける。

材料（約４～６人分） 作 　り　 方

生の落花生（ピーナツ）
・・・・・・・・・・・ １カップ

サツマイモのでんぷん
（かたくり粉、くず粉でも
よい）・・・・・・・・・・・・・・・ １カップ

水 ・・・・・・・・ ６～６.５カップ

※砂糖みそや、梅みそな
どで食べる。
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